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２
０
０
２
年
３
月
、
市
で
は
良
好
な

環
境
の
確
保
に
向
け
て
総
合
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
体
系
的

に
今
日
の
課
題
を
整
理
し
、
環
境
基
本

計
画
と
環
境
行
動
指
針
か
ら
な
る
根
幹

的
な
計
画
と
し
て
、
町
田
市
環
境
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

春
の
花
の
散
策

谷戸山のみどりがつなぐ環境文化都市を目指して

町田市環境マスタープラン
「町田市環境基本計画・環境行動指針」

を策定しました
（
１
）
策
定
ま
で
の
経
緯

　

市
で
は
、
良
好
な
環
境
を
保
全
・
回

復
・
創
造
す
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
２
０
０
０
年　

月
に
町
田
市
環
境

１２

基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

環
境
権
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
環
境
の
保
全
等
に
向
け
た
基
本

理
念
や
行
政
・
市
民
・
事
業
者
等
の
責

務
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
基
本
計
画
と
環
境
行
動

指
針
の
策
定
に
つ
い
て
も
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
２
０
０
０
年
度
か
ら
、
市

民
や
事
業
者
の
方
々
の
参
加
を
得
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

（
２
）
策
定
の
意
義
と
位
置
付
け

　

今
日
、
す
べ
て
の
人
々
に
よ
っ
て
、

「
環
境
は
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
」、
ま
た
「
将
来
世
代
も
含
め
た
誰

も
が
良
好
な
環
境
を
享
受
す
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
」
が
深
く
認
識
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
共

通
理
解
の
も
と
、
問
題
を
深
刻
に
受
け

止
め
、
自
ら
が
行
動
し
、
身
近
な
地
域

に
置
い
て
は
も
と
よ
り
、
地
球
環
境
全

体
を
保
全
・
回
復
し
、
よ
り
良
好
な
状

態
に
し
て
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町

田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
意
義
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

市
に
お
け
る
環
境
計
画
全
体
の
中
核
を

な
す
も
の
で
、
行
政
施
策
の
方
向
を
示

し
た
「
町
田
市
環
境
基
本
計
画
」
と
、

事
業
活
動
や
市
民
生
活
に
お
け
る
環
境

配
慮
の
方
向
を
示
し
た
「
環
境
行
動
指

針
」
に
よ
り
、
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
計
画
の
位
置
づ
け
と
役
割
は
上
図

「
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
構
成
」
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
環
境
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
具
体

的
な
事
業
計
画
を
示
す
５
カ
年
計
画
で

あ
り
、現
在
、検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
３
）
環
境
基
本
計
画
の
内
容　

　

町
田
市
環
境
基
本
計
画
で
は
、
将
来

の
望
ま
し
い
環
境
像
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
基
本
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
基
本
目
標
に
従
っ
て
施
策
の

大
綱
と
施
策
の
基
本
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
市
の
環
境
政
策
の
到
達
点（
目
標
）

と
施
策
展
開
の
方
向
を
体
系
的
に
示
し

て
い
ま
す
。

﹇
望
ま
し
い
環
境
像
﹈

　

市
は
、
首
都
圏
有
数
の
商
業
都
市
、

住
宅
都
市
と
し
て
、
発
展
し
て
き
ま
し

た
が
、
一
方
で
は
、
多
摩
丘
陵
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
す
る
ま
ち
と
し
て
、

特
に
町
田
の
特
徴
と
も
云
え
る
「
谷
戸

山
」
で
は
、
自
然
の
営
み
を
う
ま
く
取

り
入
れ
た
「
循
環
型
」
の
暮
ら
し
に
よ

っ
て
、
古
く
か
ら
人
と
自
然
と
が
共
生

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
多
摩
丘
陵
で
培
わ
れ
た
環
境
文

化
が
こ
れ
か
ら
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
取

り
入
れ
ら
れ
、
暮
ら
し
の
潤
い
と
し
て

還
元
さ
れ
る
ま
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

将
来
の
望
ま
し
い
環
境
像
を
「
谷
戸
山

の
み
ど
り
が
つ
な
ぐ
環
境
文
化
都
市
」

と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
谷
戸
山
」

で
の
暮
ら
し
に
学
ぶ
な
か
で
、
行
政
は

も
と
よ
り
、
様
々
な
価
値
観
と
個
性
を

持
っ
た
市
民
・
事
業
者
・
在
勤
在
学
者

等
が
手
を
取
り
合
い
、
環
境
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
し
て
い
く
と
と
も
に
、
多
摩
丘
陵

の
豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
、
育
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
次
世
代
へ
と

引
き
継
い
で
行
く
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

﹇
環
境
基
本
計
画
の
基
本
目
標
﹈

１　

地
球
環
境
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
復

元
〜
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
の
構
築
〜

２　

ゴ
ミ
問
題
の
解
消
〜
廃
棄
物
の
適

正
処
理
の
推
進
と
資
源
再
利
用
化
の
促

進
〜

３　

自
然
環
境
の
質
的
な
向
上
〜
自
然

環
境
・
歴
史
的
文
化
的
環
境
の
保
全
と

回
復
〜

４　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
確
保

〜
公
害
の
防
止
及
び
快
適
生
活
環
境
の

創
造
〜

５　

環
境
配
慮
行
動
の
定
着
〜
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
・
社
会
経
済

ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
〜

（
４
）
環
境
行
動
指
針
の
内
容

　

環
境
行
動
指
針
で
は
、
環
境
基
本
計

画
と
整
合
す
る
形
で
５
つ
の
基
本
目
標

を
設
定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
環
境
負
荷

の
低
減
に
向
け
た
行
動
の
規
範
を
体
系

的
に
示
し
て
い
ま
す
。
市
民
生
活
に
お

け
る
環
境
配
慮
を
市
民
編
と
し
て
、
事

業
活
動
に
お
け
る
環
境
配
慮
を
事
業
者

編
と
し
て
、
具
体
的
な
行
動
事
例
を
交

え
て
示
し
て
い
ま
す
。

〔
環
境
行
動
指
針
の
基
本
目
標
〕

１　

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
を

つ
く
り
ま
す

２　

ご
み
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
を
減

ら
し
ま
す

３　

自
然
環
境
を
良
好
に
保
ち
ま
す

４　

快
適
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

５　

環
境
へ
の
や
さ
し
さ
を
伝
え
ま
す 

　

町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳

し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
４
月　

日
１６

か
ら
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
（
中
町
分

庁
舎
）
及
び
市
内
各
図
書
館
で
、
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
政
情
報
や
ま
び

こ
で
は
、
計
画
書
の
頒
布
（
１
冊
１
４

０
０
円
）
も
行
い
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

京
王
線
多
摩
境
駅
・
小
田
急
線
鶴
川
駅

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

市
で
は
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て

世
代
等
が
鉄
道
駅
を
安
全
・
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
東
京
都
・
国
の
補

助
制
度
と
あ
わ
せ
て
事
業
者
に
補
助
を

す
る
こ
と
で
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
に
は
多
摩
境
駅
、　

日
に

１９

２３

は
鶴
川
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
各
鉄
道

事
業
者
の
施
工
に
よ
り
完
成
し
、
使
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
多
摩
境
駅
は
、
改

札
階
と
上
下
線
各
ホ
ー
ム
を
つ
な
ぐ　
１１

人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
鶴
川
駅
は
民
営
の
鉄
道
駅

京王線多摩境駅

と
し
て
は
先
駆
的
な　

人
乗
り
の
エ
レ

２２

ベ
ー
タ
ー
で
、
北
口
改
札
階
か
ら
跨
線

橋
へ
１
基
、
跨
線
橋
か
ら
上
下
線
ホ
ー

ム
へ
２
基
、
計
３
基
が
設
置
さ
れ
、
当

日
は
寺
田
市
長
、
地
域
住
民
代
表
、
車

い
す
利
用
者
、
工
事
関
係
者
等
が
出
席

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成
を
祝
う
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
玉
川
学
園
前

駅
、
成
瀬
駅
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て

世
代
等
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
社
会

で
共
に
豊
か
に
生
活
で
き
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

　

お
問
い
合
わ
せ
は
福
祉
総
務
課
（
11

７
２
４
・
２
１
３
３
）
へ
。

小
田
急
線
鶴
川
駅

東京国際フォーラム

　若者の社会デビューを応援することなどを目的に
開催された今年の成人式「二十祭まちだ」。この一環
として行われたヤング・アート・コンテストで見事、
最高賞を受賞した堀江康介さん（東京芸大建築学科
１年）の初めての個展です。東京国際フォーラム、
同潤会アパートなど時代の空気を伝える建物や、多
摩丘陵の風景を描いた作品約２０点を展示します。 
○日時　４月１３日（土）～２１日（日）正午～午後７時
○会場　街かどギャラリー（原町田四丁目、町田市
　　　　民フォーラム近く）
□問 社会教育課11７２４・２１８１

　

薬
師
池
公
園
の
北
に
位
置
し
、
豊
か

な
緑
に
囲
ま
れ
た
「
民
権
の
森
公
園
」

内
に
あ
り
ま
す
。

　

園
内
は
１
７
５
種
１
１
０
０
株
の
ぼ

た
ん
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
開
園
期
間
〉
４
月　

日
（
月
）
〜　

１５

３０

日
（
火
）
ま
で
（
期
間
中
は
無
休
）

〈
開
園
時
間
〉
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時 

※
荒
天
時
は
休
園
し
ま
す
。

〈
入
園
料
〉
一
般
＝
５
０
０
円
、
中
・

高
校
生
＝
２
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無

料〈
交
通
〉
小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
本
町
田
経

２１

由
「
野
津
田
車
庫
」
行
き
、
ま
た
は

「
鶴
川
駅
」
行
き
バ
ス
で「
薬
師
ケ
丘
」

下
車
、
徒
歩
７
分

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
休
日
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
バ
ス
を
ご

利
用
下
さ
い
。

□問
 

町
田
ぼ
た
ん
園
11
７
３
６
・
４
４
７

７
　

エ
ビ
ネ
、
キ
エ
ビ
ネ
、
タ
カ
ネ
エ
ビ

ネ
な
ど
８
種
類　

万
株
の
エ
ビ
ネ
が
群

１０

生
し
て
い
る
ほ
か
、
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
や

ク
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
草
も
観
賞
で
き

ま
す
。

〈
開
苑
期
間
〉　

４
月　

日
（
日
）
〜

２１

５
月
６
日
（
休
）

〈
開
苑
時
間
〉
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
（
入
苑
は
３
時　

分
ま
で
）

３０

〈
入
苑
料
〉
一
般
＝
３
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
＝
１
０
０
円

〈
交
通
〉
町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
１
番
乗

り
場
か
ら
「
藤
の
台
団
地
」
行
き
バ
ス

で
「
藤
の
台
団
地
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
荒
天
時
は
休
苑
し
ま
す
。

□問
 

開
苑
期
間
中
は
町
田
え
び
ね
苑
管
理

事
務
所
11
７
２
４
・
１
６
６
８
、
ま
た

は
公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

堀江康介・二十歳の個展
「光と影と建物と」

町
田
ぼ
た
ん
園

町
田
え
び
ね
苑

町
田
市
環
境
基
本
条
例�

[Ａ] 町田市環境基本計画�
�　町 田 市 の 環 境 政 策 の 到 達 点
（目標）と施策展開の方向を体
系的に示す行政計画�
�

[ａ] 環境基本計画推進計画�

　環境基本計画に基づく行政施
策を具現化するため、各事業レ
ベルで定める実施計画�

[b1] 環境配慮行動計画�

　行政機関が率先して環境配慮
に取り組むために、その事業場�
・施設の単位で定める環境配慮
のための実行計画�

[b2] 環境重点配慮指針�

　市民や事業者の立場から環境
配慮行動として取り組むべき重
点項目を、具体的な行動例とそ
の効果を含めて提示する指針�

　事 業 活 動 や 市 民 生 活 に お い
て、環境負荷の低減に向けた行
動の規範となる指針�
�

[Ｂ] 環境行動指針�
�

町田市環境アクションプラン�町田市環境マスタープラン�

で示した部分がこの計画書に該当する。�

環境マスタープランの構成�

「二十祭まちだ」ヤング・アート・コンテスト最高賞


